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1章 FJcloud-Oのご紹介
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FJcloud-Oとは？
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富士通のクラウドサービスラインナップ

5
© 2020-2022 Fujitsu Limited

※FUJITSU Hybrid IT Service クラウドを抜粋

FUJITSU Hybrid IT Service

OSSベースのクラウドサービス

FJcloud-O
VMwareベースのクラウドサービス

FJcloud-V
ベアメタルクラウドサービス

FJcloud-ベアメタル
Microsoft 社のAzureを活用したクラウドサービス

for Microsoft Azure
AWS社のAWSを活用したクラウドサービス

for AWS

○お客様のご要望にお応えする多様なクラウドサービスをラインナップ

○8,000社を超えるお客様にご提供



FJcloud-Oとは

お客様

FJcloud-O

○基幹システムを支えるエンタープライズ品質の国産クラウドです

・
・
・

世界トップベンダーの技術を採用した基盤

・Red Hat社協業のオープン技術基盤
・プロダクトベンダー各社協業によるインフラ構成

高信頼
高可用性

安定性能
万全の

セキュリティ
容易な
移行性

(※) RedHat社との協業により、2018年にIaaS基盤を刷新、信頼性を向上

柔軟で堅牢な
クラウド運用

重要システムの
安心運用
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特長
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オンプレミス

ハウジング/
ホスティング

お客様DC
富士通DC

特長

○FJcloud-Oは基幹システムの移行に最適なクラウドとして、高信頼・安心安全な、
Hybrid IT環境にも対応したサービスをご提供

① データを守る ② 業務を継続

③ Hybrid IT環境に対応

FJcloud-O

© 2020-2022 Fujitsu Limited
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特長① データを守る

データは企業にとって重要な資産
万が一にも消失・流出しない、絶対的な安心が必要

【お客様課題例】

FJcloud-Oで解決！

国産クラウドで
お客様データの
国外流出抑制

ニーズに応じた
専有環境提供

© 2020-2022 Fujitsu Limited
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国産クラウド

サービス基盤は国内の堅牢な富士通DCにあるため
データの国外流出リスクがなく安心・安全なクラウドサービスを提供

米国クラウドを利用した場合、日本企業のデータであっても日
本国内外に保存したデータに対して政府/捜査機関から
「閲覧/差し押さえ等」が合法的に行われる可能性がある

サービス提供拠点が国内 海外の法律によるデータ開示が不要

法律 概要

アメリカ

米国CLOUD法
(Clarifying Lawful 
Overseas Use of 
Data Act）

裁判所の要求により米国クラウド
企業は、サーバのありかが国内/
国外を問わず、データを引き
渡さなければならない

【東日本リージョン】
【西日本リージョン】

© 2020-2022 Fujitsu Limited
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堅牢なデータセンターから提供

KeyStation 鍵管理ボックス手のひら静脈認証装置監視カメラ金属探知機

万全なセキュリティ

継続稼働・省エネルギーを実現する設備

非常用自家発電機 熱流体シミュレーション免震装置(高減衰積層ゴム)センター標準ラック

⚫ 変電所分離
⚫ ３つの電力会社から電力供給(東京電力/東北電力/中部電力)
⚫ UPS(無停電電源装置)冗長化
⚫ 自家発電設備設置、電源二系統化
⚫ 太陽光発電や外気を取り入れたグリーンエネルギーも採用

⇒ 万一の冷却機障害にも強い

○ ITインフラの品質向上に貢献する国内最高水準の自社データセンター

○ JDCC Tier4※ 相当、最新鋭のセキュリティ設備を実装提供

© 2020-2022 Fujitsu Limited
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※ 日本データセンター協会が定めるファシリティ基準



各種認証・規格が取得された安心・安全なクラウド基盤を利用可能

※各種認定書および報告書の開示についてはお問合せください。

※2021年12月時点の状況です。内容は予告なく変更しますので最新状況をお問合せください。

◼ ISO27001

◼ ISO27017

◼ PCI DSS

◼ SOC1, SOC2 Type2

◼ FISC安全対策基準

◼ ISMAP

取得／準拠対応状況

＊様々な規格に今後も継続して対応予定です

公的認証・規格への継続的な対応

○公的認証・規格への対応を進め、安心安全なクラウド環境を提供

© 2020-2022 Fujitsu Limited12



特長② 業務を継続

基幹システムは24H365D稼働し続けるからこそ
透明性があり信頼できるインフラが必要

【お客様課題例】

ITシステムのハード、ソフト障害はゼロにはならないが

障害が起きても
業務影響を与えない基盤構成

FJcloud-Oで解決！

問題発生時の透明性が高い
サポート

© 2020-2022 Fujitsu Limited
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障害が起きても業務影響を与えない基盤構成

14
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○業務の継続性を徹底追求したサービス基盤構築・運用を実施

標準のHA機能
完全に冗長化された
コンポーネント

徹底した自動化と
プロアクティブ運用

徹底した自動化により
属人化を排除し、
質の高い作業品質を確保

事後作業に振り回されるのではなく
効率化や未然防止などのプロアク
ティブ活動を実施

サーバー、ネットワーク、ストレージ
等の全コンポーネントについて
完全に冗長化

全てのメンテナンスやリプレース
において一切のシステム
停止なく実施が可能
（ポータル/APIは停止の場合あり）

HA機能
物理サーバーの故障時には
自動的にフェイルオーバーを実施

切り替わりが正常に行われるための
全体リソースの適正管理や監視を
徹底して実施



問題発生時の透明性が高いサポート対応

15
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○自社で設計/構築/運用している強みを活かし、お客様へ迅速/丁寧な対応を実施

原因調査の
協力が得られない

（ログ非公開 etc）

詳細原因・
再発防止策が
公開されない

お客様/担当SEと
連携した原因調査

詳細原因・
再発防止策を
丁寧に説明

調査が行き詰まる 調査が着実に進む

業務継続を第一に考えた
お客様サポート(情報公開)

クラウドの内部はブラックボックス
（情報非公開）

迷宮入り 問題解決

一般的なクラウドサポートの課題 FJcloud-Oでの対応

http://workflow.gcs.g01.fujitsu.local/sites/f4008/jp/ddl/i/Forms/DispForm.aspx?ID=5317&FilterField1=c1_x003a_name&FilterValue1=12_%E3%83%94%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0


特長③ Hybrid IT環境に対応

複数のサブシステムが連携する基幹システムをクラウド化することは困難

【お客様課題例】

既存資産を生かした
段階的なクラウド移行

FJcloud-Oで解決！

シームレスな構成を
実現する

ネットワークサービス

豊富な移行パターン

© 2020-2022 Fujitsu Limited
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東日本／西日本リージョン３ の 特長
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東日本／西日本リージョン３ の 特長
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高信頼・高可用性基盤1 安定稼動を支える安定性能2

⚫ 単一ゾーンでのSLA99.99%を保証

⚫ クラウド基盤の保守中も業務継続が可能

⚫ 単一障害点を排除した高信頼性設計

法規制対応・万全のセキュリティ対策3 基幹システムからの容易な移行性4

⚫ 仮想サーバの平準化による

安定したコンピュートリソース提供

⚫ 高帯域ネットワークによる安定した内部通信

⚫ 利用者ごとの帯域制限によるストレージ性能安定化

⚫ セキュリティエキスパート部隊による24時間監視

⚫ 公的認証・規格への継続的な対応

安心してデータ保存可能な国産クラウド

⚫ 移行性の高いベアメタル環境を提供

（専有利用可能な物理サーバ）

⚫ バックアップデータ保管に最適なネットワーク課金体系

（ネットワークIN/OUT無償提供）

⚫ 移行時にも安心のOS長期サポート

⚫ 動作保証された富士通製ミドルウェアを提供

⚫ 基幹システムが求めるセキュアなネットワークを提供

http://portalsite.gcs.g01.fujitsu.local/sites/executivepresentation/_layouts/CopyUtil.aspx?Use=id&Action=dispform&ItemId=2200&ListId=ee636228-bd3c-4d90-9c89-9aba3ff69d4f&WebId=bc8a65a5-d356-4299-a794-85d19b1700e8&SiteId=42cbf6e0-cc08-45b2-abd3-7254021fed50&Source=http://portalsite.gcs.g01.fujitsu.local/sites/executivepresentation/DDL/Lists/DDL/31300.aspx
http://portalsite.gcs.g01.fujitsu.local/sites/executivepresentation/_layouts/CopyUtil.aspx?Use=id&Action=dispform&ItemId=2284&ListId=ee636228-bd3c-4d90-9c89-9aba3ff69d4f&WebId=bc8a65a5-d356-4299-a794-85d19b1700e8&SiteId=42cbf6e0-cc08-45b2-abd3-7254021fed50&Source=http://portalsite.gcs.g01.fujitsu.local/sites/executivepresentation/DDL/Lists/DDL/31300.aspx


◼ 最新技術を活用した堅牢なアーキテクチャにより、
単一ゾーン構成でのSLA99.99%適用の仮想サーバサービスを提供

◼ クラウド特有の複雑な設計なく、高い可用性を実現したいという期待に対応

※SLA適用にあたっては別途詳細条件があります。
※本SLAは東日本リージョン３、西日本リージョン3を対象としています。 前記以外のリージョンでSLA99.99％を実現するには、複数のアベイラビリティゾーン利用が適用条件となります。

単一ゾーンでSLA 99.99％を保証

19

高信頼・高可用性

1

富士通 A社 G社 M社

稼
働
率

99.99% 99.99% 99.99% 99.99% 99.95%

適
用
条
件

単一AZ

2VM以上

複数AZ

2VM以上

複数AZ

2VM以上

複数AZ

2VM以上

単一AZ

2VM以上

※
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◼クラウド基盤のメンテナンス時、仮想サーバを他の物理サーバに無停止で移動
◼お客様はクラウド基盤の保守中も業務継続が可能

クラウド基盤の保守中も業務継続が可能

20

高信頼・高可用性

1

当社

物理サーバ 物理サーバ

仮想サーバ

メンテナンス

お客様

サーバメンテナンス時

別の物理サーバへ移動し、
メンテナンス実施

クラウド基盤メンテナンス中も
メンテナンスを意識せず利用可能

FJcloud-O

お客様環境

無停止移動

© 2020-2022 Fujitsu Limited



物理ホストプール（仮想共用）

安定したコンピュートリソース提供

© 2020-2022 Fujitsu Limited21

リソース使用量が小さい物理ホストに割り当て

安定性能

安定したコンピュートリソースを利用可能

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM

VM VM VM VM VM

VM

VM

VM VM

VM

新VM

仮想サーバの割当配分を平準化

VM

2

◼OpenStack機能により、仮想サーバの割当配分を平準化
◼ 新しい仮想サーバ（VM）はリソース使用量が小さい物理ホストに割り当てられるため安

定したコンピュートリソースを利用可能



高帯域ネットワークによる安定した内部通信

© 2020-2022 Fujitsu Limited22

サーバプール

安定性能

ネットワークスイッチ

高速／安定
高帯域ネットワーク

三重化の冗長構成により、高速かつ安定した内部通信を利用可能

FJcloud-O 基盤内部

各回線×3
(冗長構成)

2

◼クラウドサービス基盤ネットワークは、40Gbpsの帯域で安定性能を確保



セキュリティエキスパート部隊による24時間監視

23

万全のセキュリティ対策

3

◼クラウドサービス基盤に対する脆弱性診断やモニタリングなどの
情報セキュリティ対策を24時間365日体制で運用

〇脆弱性診断

本サービスの基盤に対し診断を実施し、パッチ管理シス
テムと連携

〇モニタリングと検知

・不正アクセスとマルウェアのモニタリング
・ログ/イベントの相関分析

〇脆弱性情報の収集/分析/管理

クラウドサービス基盤に関する脆弱性情報を常に
収集し、影響度の分析に基づき、変更管理・
パッチ管理に反映

セキュリティ
オペレーション

センター
(SOC)

脅威に対し万全なセキュリティ対策が施された安心・安全なサービス基盤

※富士通クラウドCERT：クラウド・コンピューティングに
おけるセキュリティを専門に扱うエキスパートチーム

© 2020-2022 Fujitsu Limited



バックアップデータ保管に最適なネットワーク課金体系

24

容易な移行性 ～データ転送料IN/OUT無制限無償～

富士通 A社 B社

送
信 ０円

有料(※) 有料

受
信 ０円

０円 0円

ネットワーク利用料他社比較

お客様環境

業務サーバ／バックアップサーバ

ネットワークの送信/受信
無制限無償により、リストア時も

課金なしで利用可能

※条件(データ転送量)により無償

データ転送料コスト不要、安心してバックアップ運用管理可能

FJcloud-O

送
信

受
信

4

◼データ転送料がIN/OUT無制限無償で利用可能なため、データ活用や
遠隔地バックアップなど他社クラウドでは課金が発生するリストア時も
課金なしで利用可能

© 2020-2022 Fujitsu Limited



2章 FJcloud-Oの機能概要
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仮想サーバ
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仮想サーバ（スタンダードCPUタイプ）

○ クラウド上での仮想コンピューティング環境を提供します。スタンダードCPU（1.3～2.1GHz相当）の
仮想サーバを、利用目的に合わせて様々なCPU・メモリタイプから選択して作成できます。

© 2018-2022 Fujitsu Limited27

メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

仮想サーバ（スタンダードCPU）
全28フレーバー

東日本リージョン3
西日本リージョン3

台数・時間

作成・削除・タイプ変更・サーバグループ・リモートコンソール、解放・復
元、オートフェールオーバー、オートスケール等の機能を提供します。
仮想サーバの解放時には料金は発生しません。解放機能については、
はFUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IaaS 機能説明書
をご参照ください。



細やかなフレーバーラインナップ（スタンダードCPUタイプ）

○最適なリソースサイジングやソフトウェアライセンスコストの最適化を実現する細やかなフレーバーラインナップを
提供します。

© 2018-2022 Fujitsu Limited28

スタンダードCPUのラインナップ

v
C
P
U

数

16 C3-16 S3-16(S)

14 C3-14S S3-14S

12 C3-12S S3-12S

10 C3-10S S3-10S

8 C3-8 S3-8(S) M3-8(S)

6 C3-6S S3-6S M3-6S

4 C3-4 S3-4 M3-4

2 C3-2 S3-2 M3-2

1 P3-1 T3-1 C3-1 S3-1 M3-1

0.5 1 2 4 8 12 16 20 24 28 32 40 48 56 64

メモリ容量[GB]



仮想サーバ（ハイスピードCPUタイプ）

○ クラウド上での仮想コンピューティング環境を提供します。ハイスピードCPUタイプ（2.6GHz相当）の
仮想サーバを、利用目的に合わせて様々なCPU・メモリタイプから選択して作成できます。

© 2018-2022 Fujitsu Limited29

メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

仮想サーバ（ハイスピードCPU）
全68フレーバー

東日本リージョン3
西日本リージョン3

台数・時間

作成・削除・タイプ変更・サーバグループ・リモートコンソール、解放・復
元、オートフェールオーバー、オートスケール等の機能を提供します。
仮想サーバの解放時には料金は発生しません。解放機能については、
はFUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IaaS機能説明書
をご参照ください。



細やかなフレーバーラインナップ（ハイスピードCPUタイプ）

○最適なリソースサイジングやソフトウェアライセンスコストの最適化を実現する細やかなフレーバーラインナップを
提供します。

© 2018-2022 Fujitsu Limited30

ハイスピードCPUのラインナップ

v
C
P
U

数

32 C4-32S S4-32S M4-32S

28 C4-28S S4-28S M4-28S

24 C4-24S S4-24S L4-24S M4-24S LM4-24S

20 C4-20S S4-20S M4-20S LM4-20S

16 C4-16S S4-16S M4-16S LM4-16S

14 C4-14S S4-14S M4-14S LM4-14S

12 C4-12S S4-12S M4-12S L4-12S LM4-12S XM4-12S

10 C4-10S S4-10S M4-10S LM4-10S XM4-10S

8 C4-8S S4-8S M4-8S LM4-8S XM4-8S DM4-8S

6 C4-6S S4-6S M4-6S LM4-6S XM4-6S DM4-6S HM4-6S

4 C4-4S S4-4S M4-4S LM4-4S XM4-4S DM4-4S HM4-4S

2 C4-2S S4-2S M4-2S LM4-2S SM4-2S DM4-2S HM4-2S

1 C4-1S S4-1S M4-1S LM4-1S XM4-1S DM4-1S HM4-1S

2 4 8 12 16 20 24 28 32 40 48 56 64 80 96 112 128 160 192 224 256 288 320 384

メモリ容量[GB]



OS提供サービス

○仮想サーバのOSイメージを提供します。OSのライセンスやサポートが従量課金で利用できます。

31

メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

Windows Server 2012 R2 SE 64bit 日本語版

東日本リージョン3
西日本リージョン3

ライセンス・月
/ライセンス・コア・時間

「平日サポート」「24Hサポート」「サポートサービスなし」からサポートレ
ベルを選択できます

Windows Server 2016 SE 64bit 日本語版

Windows Server 2019 SE 64bit 日本語版

Red Hat Enterprise Linux 6.X 64bit 英語版

ライセンス・月
/ライセンス・時間

「ELS 平日サポート」「ELS 24Hサポート」からサポートレベルを選択
できます。

Red Hat Enterprise Linux 7.x 64bit 英語版
「Limited Support」「平日サポート」「24Hサポート」「AUS 24H
サポート」からサポートレベルを選択できますRed Hat Enterprise Linux 8.x 64bit 英語版

CentOS 6.x～8.x 64bit 英語版

ー サポートサービス無しで利用できるOSイメージを提供します
Ubuntu Server 18.04/20.04 LTS(64bit) 英語版

Red Hat OpenShift Container Platform 3.x
（ノード）英語版

ライセンス・
2コア・月

「24Hサポート」を提供します

Red Hat OpenShift Container Platform 3.x
（マスター）英語版

ー

Red Hat OpenShift Container Platform 4.x
（ワーカー）英語版

ライセンス・
2コア・月

Red Hat OpenShift Container Platform 4.x
（マスター）英語版

ー

・OS種別により利用できる仮想サーバタイプに制限があります。
詳細は「FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IaaSサービス仕様書」をご参照ください。



高可用性を実現する機能

○ オートフェイルオーバやサーバグループ等、高い可用性が求められる基幹システム領域でのクラウド活用を実
現する機能を提供します。
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オートフェイルオーバー サーバグループ

• 物理ホストが故障した場合でも、自動的に別の物理ホストに移動して
再稼働させる機能を提供します。

• オートフェイルオーバーが発生した場合は、仮想サーバが所属するプロ
ジェクトの管理者にメールで通知します。

• 複数の仮想サーバに対して、起動する物理ホストのポリシーを設定する
機能を提供します。

• Anti-Affinityポリシーに登録された仮想サーバ群は、別々のホスト上
で起動するため、一部の物理ホストのダウンによる影響を軽減できます。

VM VM VM VM VM VM VM VM

【Anti-Affinityポリシー】【Affinityポリシー】



ストレージ
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ブロックストレージ

○ OSを格納するシステムストレージ、データを格納する増設ストレージを提供します。
利用中のブロックストレージに対して、スナップショットやバックアップを作成する機能も提供します。
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メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

システムストレージM2(スタンダード)

東日本リージョン3
西日本リージョン3

GB・時間

OS を搭載するためのブロックストレージを提供します。
ご利用に応じて1GB～16TBまで1GB単位で作成することができます。

増設ストレージM2(スタンダード)
データを搭載するためのブロックストレージを提供します。
ご利用に応じて1GB～16TBまで1GB単位で作成することができます。

スナップショット

利用中のブロックストレージに対して、その時点の状態を保存する機
能を提供します。
取得したスナップショットは、ブロックストレージへのリストアや複製に利
用できます。

バックアップストレージ
ボリューム・スナップショットを対象としたバックアップを取得できます。
完全バックアップ/増分バックアップの指定ができます。



スナップショットの利用シーン

○以下の方法でスナップショットからブロックストレージをリストアできます。リストア先によって、取得時の状態へ
の復旧、ストレージの複製の用途で活用できます。
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同一ストレージへのリストア 異なるストレージへのリストア

• スナップショット取得元のストレージへリストアすることで、スナップショット
取得時点まで内容を戻すことが可能です。

• 新規ストレージへリストアすることで、スナップショット取得元のストレージを
複製することが可能です。

同一ストレージへの
リストア（復旧）

異なるストレージへのリストア
（複製）



バックアップストレージの利用シーン

○ ブロックストレージやスナップショットのバックアップデータをバックアップストレージに保存します。
ボリュームデータの永続的な保存、バックアップデータを用いたボリュームのリストアに利用できます。
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ブロックストレージを対象にバックアップ スナップショットを対象にバックアップ（推奨）

• ブロックストレージを対象にバックアップを取得できます。
• 元ストレージにも、新規ストレージにもリストアすることが可能です。
• 仮想サーバの停止時間を短縮するために、右記のスナップショットからの

バックアップ取得を推奨します。

• スナップショットを対象にバックアップを取得できます。
• 元ストレージにも、新規ストレージにもリストアすることが可能です。
• 短時間で完了するスナップショットからバックアップを取得することで、仮

想サーバの停止時間を短縮することができます。

スナップ
ショット
（短時間で
完了）

バックアップストレージ

バックアップ
（バックアップ中は仮想サーバの停止を推奨）

リストア
リストア

バックアップストレージ

バックアップ

リストア
リストア

スナップショット
(バックアップ取得後は削除可）



オブジェクトストレージ
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オブジェクトストレージ

○格納するデータをオブジェクト単位で分割保存するオンラインストレージを提供します。ランニングコストが
安価で、格納されるデータサイズに制限がないため、大容量ファイルの保管場所として利用できます。
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メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

オブジェクトストレージ
東日本リージョン3
西日本リージョン3

GB・時間

オブジェクトを格納するコンテナ(バケット)やオブジェクトを操作／管理
するための機能を提供します。
オブジェクトストレージのAPIには、OpenStack Swift互換APIとS3
互換APIがあります。
オブジェクト数:  無制限
オブジェクトサイズ: 最大5TB



オブジェクトストレージの料金体系

○ FJcloudｰOではオブジェクトストレージに格納したデータ量により課金します。 データ転送やAPI実行による
料金はかかりません。
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課金対象 FJcloud–O A社 B社

①格納データ量 格納データ量に応じて課金 格納データ量に応じて課金 格納データ量に応じて課金

②API実行数
データ容量のみの課金のため
課金対象外

書き込み、読み取り等の操作数に
応じて課金

書き込み、読み取り等の操作数に
応じて課金

③データ転送量(アウト）
一定以上のデータ転送が発生した
場合はデータ転送量に応じて課金

一定以上のデータ転送が発生した
場合はデータ転送量に応じて課金



構成例: クラウドバックアップ (CSG連携)

○ Cloud Storage Gateway(CSG)と連携し、オンプレミスのバックアップデータをオブジェクトストレージに
格納できます。
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クラウドバックアップ (CSG連携)

(※)

オブジェクト
ストレージ

差分転送
（暗号化済）

バックアップ
サーバ

バックアップデータ
（重複排除・圧縮済）

差分バックアッ
プ

データコピー

バックアップソフト(*)

Cloud Storage
Gateway

* 利用可能なバックアップソフトの例
・Arcserve Backup
・Arcserve UDP
・Veritas NetBackup
・Veeam Backup & Replication 等

NASインターフェースに対応した製品で利用可能です

Cloud Storage Gatewayに関する詳細情報サイト https://www.fujitsu.com/jp/software/cloudstoragegateway

（SMB/NFS）

※ バックアップ済みのデータはIaaS環境上でCloud Storage Gatewayを稼働させることでオンプレミス以外にFJcloud-O内にもリストア可能です



ファイルストレージ
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ファイルストレージ

○複数の仮想サーバ／ベアメタルサーバから接続可能なファイルストレージを提供します。
利用中のファイルストレージに対して、スナップショットを作成する機能も提供します。
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メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

ファイルストレージ アーカイブ (NFS) 東日本リージョン3 TB・時間

アーカイブ用途に適したストレージを提供します。
1TB～50TBまで1TB単位で作成することができます。
利用中のファイルストレージに対して、その時点の状態を保存するス
ナップショット機能も提供します。



データベース
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連携サービス例：データベースサービス

44

データベースサービス

(PostgreSQL)

お客様事業への貢献

データベース運用工数の

削減

業務アプリの開発

専念可能

ミニマムスタートによる
初期投資の削減

業務ロジックの開発
に専念できる

必要な時“すぐに”
DBを利用できる

開発用とテスト用の
DBを分けたい

DBサーバの
保守が簡単

データセンター
圧縮化

セキュリティの
確保

アプリ開発者 サーバ運用者

D
B

イ
ン
ス
タ
ン
ス

DB配備・設定

A
P
I

自動メンテナンス

スケール変更

セキュリティ

運用サポート

※FUJITSU Hybrid IT Service Digital Application Platformでのご提供となります。 また東日本リージョン3からの提供となります。

○FJcloud-Oの仮想サーバと内部ネットワークで接続できる、リレーショナルデータベースサービスで
す。フルマネージドサービスのため、お客様は運用の負荷が軽減され、アプリケーション開発に専
念できます。
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分類 機能名 機能概要

高性能 参照レプリケーション
冗長化構成において、データベースの参照負荷が高い場合、スタンバイ側のデータベース仮想サーバのデータ
を参照用に複製（参照レプリカ作成）します。参照レプリカを参照することで、データベースの負荷を分散し、
スケールアウトできます。

高信頼 オートフェイルオーバー
冗長化構成において、データベース仮想サーバが停止または利用不可になった場合、別物理ホストに存在
するスタンバイ側のデータベース仮想サーバに自動的に切り替えます。

運用性

設定変更 データベース仮想サーバ作成後に、スケールアップおよびデータベースのパラメタ変更ができます。

メンテナンス設定

適用に再起動が必要なデータベース仮想サーバの変更がある場合、あらかじめ設定した時間帯にデータベー
ス仮想サーバを自動で再起動し、適用を設定できます。

本サービスで利用するデータベースエンジンのパッチ、セキュリティアップデートなどのマイナーバージョンアップがリ
リースされた場合に、任意のタイミングでデータベース仮想サーバの再起動を行うことで適用できます。

監視設定モニタリング／イベント通知

データベース仮想サーバの性能情報の取得、およびOSレベルの監視（CPU使用率、メモリ容量等）、本
サービスで使用するデータベースエンジン内リソースを監視することができます。しきい値の設定、およびしきい
値を超えた場合のメール送信要否を設定できます。

データベース仮想サーバにイベントが発生した際のメール通知を設定できます。

データベースログ参照 本サービスで使用するデータベースエンジンSQLおよびエラーのログを参照できます。

自動バックアップとポイントインタイムリカバリー
ブロックストレージに保存したデータベース仮想サーバのデータ、設定ファイルのフルバックアップを自動で取得し
ます。障害発生時は、任意（自動でバックアップした時間から最新時刻迄）の日時を指定して復旧するこ
とができます。

機能一覧
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仮想ネットワークサービス
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仮想ネットワーク（基本機能）

○仮想化技術によるクラウド上の仮想ネットワークサービスを提供します。外部ネットワークとの接続、
仮想ネットワーク間の接続、ファイアーウォール等の柔軟なネットワークを構成することが可能となります。

© 2018-2022 Fujitsu Limited47

メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

仮想ルーター
東日本リージョン3
西日本リージョン3

（無償）
外部ネットワークと仮想ネットワーク、または仮想ネットワーク間の接続
機能およびNAT機能を提供します。

ポート追加サービス
東日本リージョン3
西日本リージョン3

個数・時間
仮想サーバ等のリソースをネットワークに接続するためにIPアドレスと関
連付けるポート（ネットワークインターフェース）機能を提供します。

グローバルIP提供サービス
東日本リージョン3
西日本リージョン3

IP数・時間
仮想リソースにインターネットからアクセスするためのグローバルIPアドレ
スを取得・解放する機能を提供します。

ファイアーウォール
東日本リージョン3
西日本リージョン3

（無償）
仮想ルータでパケットをフィルタリングする機能を提供します。必要な通
信だけを許可し、許可していない不正な通信を防ぐことができます。

セキュリティグループ
東日本リージョン3
西日本リージョン3

（無償）
仮想サーバに接続されたポートに対してパケットをフィルタリングする機
能を提供します。ポートに対して必要な通信だけを許可し、許可して
いない不正な通信を防ぐことができます。



仮想ネットワーク構成例

○仮想ネットワークで提供する機能を組み合わせて、セキュアで柔軟なネットワーク構成を構築できます。
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仮想ネットワーク構成例

ファイアーウォール

仮想ルーター

グローバルIP

外部ネットワーク

ポート

ネットワーク間を接続

仮想ネットワークと
仮想サーバを接続し、
IPアドレスを付与

ネットワーク間の通信を
フィルタリング

ポートに対する通信を
フィルタリング

インターネットから
アクセスするための
グローバルIPを割り当て

セキュリティグループ

仮想ネットワーク

VM VM VM



ファイアーウォールとセキュリティグループの違い

○ ファイアーウォールはネットワーク間の通信、セキュリティグループはポートに対する通信をフィルタリングします。
用途にあわせて２つのセキュリティ機能を組み合わせて利用することができます。
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ファイアーウォール セキュリティグループ

• ネットワーク間の通信をフィルタリングするのに利用できます。

ファイアーウォール

仮想ルーター

仮想ネットワーク

外部ネットワーク

仮想ネットワーク

ネットワーク間の通信
をフィルタリング

• 仮想サーバの通信をフィルタリングするのに利用できます。

仮想ルーター

仮想ネットワーク

外部ネットワーク

仮想ネットワーク

セキュリティグループA セキュリティグループB

複数仮想サーバに同一設定を
割り当てることが可能

仮想サーバの通信を
フィルタリング

VM VM
VM VM VM



仮想ネットワーク（VPN機能）

○仮想ネットワーク上でのVPN機能を提供します。IPsec-VPNとSSL-VPNサービスを活用することでオンプレ
ミス環境やリージョン間、リモートアクセス端末とのセキュアな接続が可能となります。
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メニュー 提供リージョン 課金単位 機能概要・注意事項・補足

VPN（IPsec-VPN）
東日本リージョン3
西日本リージョン3

台数・時間
オンプレミス環境との接続、またはリージョン間同士のシステム接続機
能を提供します。お客様の社内環境とクラウド上の環境をインターネッ
トVPNによりセキュアに接続します。

VPN（SSL-VPN）
東日本リージョン3
西日本リージョン3

（無償）
リモートアクセス端末から仮想サーバに対してセキュアに接続する機能
を提供します。リモートからの仮想サーバのメンテナンスをインターネット
VPNによりセキュアに行えます。
複数のリモートアクセス端末からの接続する場合、セッション数の拡張
により、20セッションから最大255セッションまで拡張でできます。

VPN（SSL-VPNセッション拡張）
東日本リージョン3
西日本リージョン3

コネクション・月



VPN機能のユースケース

○接続用途にあわせて２つのインターネットVPN機能を利用できます。
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IPsec-VPN SSL-VPN

仮想ネットワーク

IPsec-VPN

お客様環境

IPsecサイトコネクション

インターネット

システム間を
セキュアに接続

お客様環境の
対向ゲートウェイ

仮想ネットワーク

SSL-VPN

SSL-VPN接続

インターネット

リモートアクセス端末
からセキュアに接続

業務ネットワーク

管理ネットワーク

リモート端末

• IPsec-VPNはオンプレミス環境との接続、またはリージョン間同士の
システム接続機能を提供します。

• SSL-VPNはリモートアクセス端末から仮想サーバに対して
セキュアに接続する機能を提供します。

VM VM

VM VM



セキュリティ
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Trend Micro Cloud One – Workload Security

○ トレンドマイクロ社が、クラウド上で提供する管理サーバから「Cloud One – Workload Security」を
提供し、お客様が配備した仮想サーバのセキュリティ機能を集中管理します。
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Trend Micro Cloud One – Workload Security オプション

素早く導入、らくらく管理

1. サーバ1台から対策可能

2. 管理サーバの構築不要

3. ライセンスは月額支払い

Cloud One –

Workload Security

管理サーバ
インターネット

FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O

お客様事務所

対象サーバ

トレンドマイクロ社クラウド環境

Workload Security
エージェント

セキュリティ
ログ監視

システム上の
変更監視

仮想パッチ
(IDS/IPS)

Webアプリケー
ション保護

不正プログラム
対策

アプリケーション
コントロール

ホスト型
ファイアウォール

サーバを守る
7つの機能



Thank you
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